
　

国
民
宿
舎「
通
潤
山
荘
」で
は
、今
年
か

ら
九
州
脊
梁
山
地
な
ど
を
活
用
し
た
専

門
ガ
イ
ド
付
き
の「
ブ
ナ
原
生
林
を
行
く

山
歩
き
」や「
蘇
陽
峡
カ
ヌ
ー
体
験
」な
ど

の
セ
ッ
ト
商
品
を
売
り
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち「
ブ
ナ
原
生
林
を
行
く
山
歩
き
」

に
つ
い
て
は
、４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て

50
名
の
利
用
が
あ
り
、好
調
な
滑
り
出
し

を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

九
州
脊
梁
山
地
の
植
生
は
、
標
高

1
0
0
0
ｍ
以
上
で
は
、
ブ
ナ
を
主

と
す
る
落
葉
広
葉
樹
林
が
、
標
高

1
0
0
0
ｍ
以
下
で
は
、
ウ
ラ
ジ
ロ

ガ
シ
、
コ
ジ
イ
を
主
と
す
る
常
緑
広

葉
樹
林
が
中
心
で
、
急
傾
斜
地
に

は
、
モ
ミ
、
ツ
ガ
林
が
モ
ザ
イ
ク
状

に
混
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
ブ
ナ

は
、
湿
性
タ
イ
プ
の
ブ
ナ
林
と
し
て

は
日
本
最
大
規
模
の
も
の
が
山
頂
域

に
発
達
し
て
い
ま
す
。

　

山
頂
付
近
に
は
、樹
齢
2
0
0
年
以
上

の
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
、モ
ミ
、の
巨
木
が
あ

り
、森
林
浴
と
共
に
豊
か
な
植
生
を
堪
能

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、山
歩
き
の

ル
ー
ト
と
な
る
山
の
稜
線
は
、比
較
的
な

だ
ら
か
で
す
か
ら
、初
心
者
で
も
安
心
し

て
歩
け
ま
す
。「
春
の
新
緑
」「
夏
の
花
」「
秋

の
紅
葉
」「
冬
の
樹
氷
」と
季
節
や
体
力
に

合
わ
せ
て
、
四
季
折
々
に
九
州
脊
梁
山
地

を
楽
し
め
ま
す
。

　

多
く
の
人
に
、そ
の
価
値
を
認
識
し
て

い
た
だ
く
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、豊

か
な
自
然
の
積
極
的
な
保
全
と
有
効
な

活
用
が
図
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
の一方
で
、九
州
脊
梁
山
地
に
は
危
険

な
箇
所
が
あ
る
こ
と
も
認
識
し
て
い
ま

す
。そ
の
安
全
対
策
と
し
て
①
登
山
マ

ナ
ー
や
安
全
な
登
山
に
つ
い
て
注
意
喚
起

看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。②
ま
た
、道
迷

い
防
止
の
サ
イ
ン
を
登
山
ル
ー
ト
上
に
設

置
し
て
い
ま
す
。③
加
え
て
、登
山
の
安
全

確
保
に
関
す
る
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
山

都
警
察
署
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
協
議

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。さ
ら
に
、環

境
へ
の
配
慮
と
し
て
、微
生
物
で
排
泄
物

を
処
理
し
、環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い「
バ

イ
オ
ト
イ
レ
」を
、内
大
臣
林
道
沿
い
の
広

河
原
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

九
州
脊
梁
山
地
の
豊
か
な
自
然
環
境

の
中
で
、健
康
増
進
の
た
め
に
も
、山
歩
き

を
、ぜ
ひ
、お
楽
し
み
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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通
信

〜
結
婚
相
談
員
の
委
嘱
状
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
〜

　

活
動
開
始
か
ら
10
年
目
の
節
目
を
迎
え
た
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
」

　

今
年
度
の
結
婚
相
談
員
と
し
て
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
６
名
の
メ
ン
バ
ー

で
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

結
婚
相
談
員
の
仕
事
は
、
各
地
区
の
独
身
の
方
の
把
握
を
行
い
、
独
身
の
方

へ
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
の
紹
介
や
、
登
録
希
望
者
を
募
る
等
の
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

婚
活
に
興
味
が
あ
る
独
身
の
方
の
紹
介
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
各
地
区
、
お

近
く
の
相
談
員
に
お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
!!

　

相
談
員
と
共
に
今
年
度
も
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
の
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

　

次
回
か
ら
、
結
婚
相
談
員
を
お
一
人
ず
つ
紹
介
い
た
し
ま
す
。

町長室から 工 藤 秀 一
～山都町の明日を担う農業者にお話を聞きました～頑張る“わきゃもん”

山下　哲矢（御所）　　℡76-0530
松本　友幸（城平）　　℡72-0001
佐藤　敬二（小中竹）　℡82-2519
荒木　博道（須原）　　℡82-2682
栗屋　誉男（神ノ前）　℡83-0691
興梠　桃子（今）　　　℡83-0524

矢部地区

清和地区

蘇陽地区

連絡先

２列目（右から）山下哲矢相談員、松本友幸相談員、栗屋誉男相談員
１列目（右から）興梠桃子相談員、荒木博道相談員
※佐藤敬二相談員は欠席　このたび、上記の方々が総務大臣から行政相談委員に委嘱されました。行政相談委員は住民の皆様と

役所のパイプ役となるものです。要望やご意見などございましたら、お気軽にご相談下さい。相談は無料
で、秘密は堅く守られます。

今年度相談日の
日程です。

平成27年　6月　1日（月）（お知らせ版5月27日発行第234号にて掲載）
平成27年10月21日（水）午前10時～午後3時（行政相談週間中）
平成27年12月　1日（火）午前10時～午後3時

相談委員（澤　美江）
　　　場所：中央公民館

矢部
地区

相談委員（寺崎俊一郎）
　　　場所：清和総合支所

清和
地区

相談委員（篠田眞由美）
　　　場所：蘇陽総合支所

蘇陽
地区

お問い合わせ　：　総務課総務係　☎72ー1111

行政相談委員委嘱のお知らせ

左から、篠田眞由美さん（新任）、寺崎俊一郎さん（再任）、澤美江さん（新任）

　家族で米、トマトを中心に経
営しています。トマトを始めて
5年目に入りますが、天候の変
化や病害虫の対応に毎年苦労
しています。しかし、郷野原地
区は、トマト生産者が多く、先
輩方のご指導が大きな力と
なっています。
　今後、徐々に規模拡大し、よ
り質の高いトマトを作っていき
たいです。
　
☆松本龍德委員より一言
　非常に優秀な農業者で、と
てもよいトマトを作られていま
す。地域の若い担い手として、
これからも益々頑張ってくれる
ことを期待しています。　

　両親と、従業員1名で主に花
き（グラジオラス）、米を作り、
ライスセンターの経営も行っ
ています。父から経営を引き
継ぎ2年目になりました。
　これから、冬野菜の栽培を
安定させ収入を確保すると共
に、消費者へ安全で付加価値
の高い食品を届け、経営の成
長と魅力的な職場環境の両立
に努めたいと思っています。

☆立田義一委員より一言
　地域の中心となる農業経営
を、ご両親と一緒に頑張ってお
られます。藤本 光希さん

郷野原
２９歳　就農５年

甲斐 孝輔さん

菅尾
３９歳　就農８年
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